
 

日
常
点
検
の
必
要
性 

 

 

建
物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
「法
定
点
検
」を
確
実
に
実
施

す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
施
設
管
理

者
に
よ
る
「日
常
点
検
」
も
重
要
で

す
。
法
定
点
検
の
点
を
つ
な
ぎ
、

日
々
劣
化
し
て
い
く
建
物
の
異
変
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

外
壁
の
構
成 

 

 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
場
合
、
大

き
く
２
つ
の
構
成
が
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

躯
体 

→ 

モ
ル
タ
ル 

→ 

外
壁
仕

上
げ
材(

タ
イ
ル
等)  

Ｂ 

躯
体 

→ 

外
壁
仕
上
げ
材(

吹
き

付
け
材
等) 

 

Ａ
は
、
各
層
の
境
界
が
剥
が
れ
て

落
下
す
る
こ
と
が
、
Ｂ
で
は
、
爆
裂

（上
記
参
照
）
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

落
下
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

 
劣
化
の
症
状 

 
  

そ
の
他
の
主
な
劣
化
の
症
状
と
し

て
、
①
色
褪
せ
・
汚
れ
が
目
立
つ
、
②

カ
ビ
、
藻
な
ど
の
発
生
、
③
壁
を
触

る
と
粉
が
付
着
す
る(
チ
ョ
ー
キ
ン

グ)

、
④
ク
ラ
ッ
ク(

ひ
び
割
れ)
、
⑤
塗

装
の
膨
れ
・剥
れ
、
⑥
金
属
部
分
の

錆
び
、
⑦
建
物
内
部
の
雨
漏
り
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
症
状
が
複
数
見
受
け
ら

れ
た
ら
改
修
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る

と
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

外
壁
点
検
の
ポ
イ
ン
ト 

 

劣
化
の
症
状
が
な
い
か
、
目
視
点

検
を
行
い
ま
す
。
構
成
Ａ
の
外
壁
の

場
合
は
、
モ
ル
タ
ル
層
や
タ
イ
ル
と
躯

体
の
間
に
浮
き
が
な
い
か
確
認
す
る

た
め
に
、
「打
診
（上
記
参
照
）
」
が
有

効
で
す
。 

 

異
変
を
発
見
し
た
場
合 

 

写
真
の
危
険
マ
ー
ク
の
よ
う
な
部

分
を
発
見
し
た
場
合
は
、
早
急
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
等
で
区
画
し
、
直
下
を

立
ち
入
り
禁
止
に
す
る
な
ど
、
歩
行

者
等
の
安
全
確
保
の
た
め
の
応
急
対

策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。
な
る
べ
く
早

期
に
、
修
繕
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。  

 

早
め
の
対
処
で
長
持
ち 

 

日
常
点
検
に
よ
っ
て
早
期
に
異
変

を
発
見
し
対
処
す
れ
ば
、
安
全
性
を

確
保
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
劣
化
を

遅
ら
せ
る
事
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

 

対
応
に
悩
ん
だ
場
合
は
、
建
築
課
施
設

計
画
係
（３
３-

１
５
６
７
）に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

劣
化
の
仕
組
み
を
知
っ
て 

外
壁
の
日
常
点
検
を
し
よ
う 

たてもの保全活用通信 
市有建築物の現状、保全・管理のポイント、公共建築物に係る情報などをお知らせします。 
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水
産
海
浜
課
水
産
振
興
係
の
内
藤

係
長
と
金
本
主
事
に
、
水
産
市
場
の

施
設
管
理
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。 

 

経
済
活
動
の
場 

 

水
産
市
場
の
一
番
の
特
徴
は
、
毎

日
、
施
設
内
で
経
済
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
故
障
す
る
と
、

競
り
が
行
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
設
備
機
器
に
は
、
特
に

注
意
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。 

 

し
か
し
、
海
水
を
扱
う
設
備
や
潮

風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
建
物
は
、
劣

化
が
早
く
、
改
修
周
期
を
短
く
考

え
て
お
く
こ
と
や
、
塩
害
に
強
い
も

の
を
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
予
算

の
確
保
に
苦
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
で 

建
物
の
機
能
を
補
う 

 

建
物
と
し
て
の
衛
生
管
理
で
は
、

最
新
の
市
場
に
劣
る
部
分
が
あ
る
た

め
、
利
用
者
に
意
識
を
高
く
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
食
品
を
扱
う
場

と
し
て
の
衛
生
管
理
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

猫
や
鳥
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
、

生
ご
み
の
扱
い
の
ル
ー
ル
を
決
め
る

な
ど
、
関
係
者
へ
の
声
掛
け
を
丁
寧

に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

魚
ブ
ー
ム
で
新
た
な
課
題 

 

最
近
の
魚
人
気
の
高
ま
り
に
よ

り
、
小
田
原
漁
港
周
辺
を
訪
れ
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

市
場
内
ト
イ
レ
の
利
用
者
増
加
に
よ

る
維
持
管
理
課
題
や
、
車
等
に
よ
る

周
辺
道
路
の
混
雑
な
ど
、
新
た
な
課

題
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

10Vol. 
水
産
海
浜

課 

水
産
市
場
を
訪
問 

 

施設の現場 

□場所 早川1-10-1 

□竣工 昭和43年 

□規模 約8,400㎡、地上2階 

□体制 係長1人、主事1人、 

爆裂（ばくれつ） 

①クラック(ひび割れ)等から雨水や炭酸ガスが 

 躯体内に進入。 

②コンクリートの中性化が進行する。 

   (本来は、アルカリ性) 

③躯体内の鉄筋に錆が発生する。 

④発錆により、鉄筋の体積が膨張。 

⑤鉄筋周辺のコンクリート片が押し出される。 

建築基準法第12条には、建築物の所

有者又は管理者は、建物用途・規模

により有資格者に定期点検を実施さ

せることが義務付けられています。 

外壁もこの点検の対象となり、３年

以内に１回の点検が必要です。 

また、モルタルやタイル仕

上げの外壁の場合は、10

年程度に１回、全面打診点

検等が必要となる場合が

あります。 

建築基準法の定期点検 

活魚の競りに使う水槽に

は、海水ポンプが必須 

! 

建築指導課 

倉橋主任 

水
産
振
興
係
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

覚
悟
と
責
任
感
を
も
っ
て
限
界
を
突
破
す
る 

そ
し
て
そ
こ
で
得
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
、
立
場

を
超
え
て
共
有
し
て
、
現
実
を
一
緒
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
係 

ウ～ミイ 

ナイティこと 

内藤係長 

① ② ③ 外壁点検必携!! 

①打検棒 

 壁をたたき音の違いで劣化範囲を調査 

②クラックスケール 

 ひび割れの幅を測る専用定規 

③双眼鏡 

 高所などの点検に使用します 
★点検道具三種★ 

外壁劣化の主な症状 

建
物
は
、
建
設
し
た
日
か
ら
自
然
と
劣
化
が
進
み
、
安
全
性
に

関
る
不
具
合
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
利
用
者
や
職
員

に
と
っ
て
安
全
な
公
共
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
、
今
回
は
、

外
壁
の
点
検
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。 

爆裂 

<重度劣化> 

ひび割れ 

発錆 

鉄筋 

躯体 

<軽度劣化> 

爆裂 モルタルの剥離 

モルタルの割れ 

クラック（ひび割れ） 壁からの雨漏り跡 

塗装のふくれ 

 危険  危険 

 危険 

チョーキング タイルの浮き 

 危険 

点検のポイント 

打診（だしん） 

仕上げ材の浮きを、打検棒で壁を叩い

て確認します。 

浮いていて空気層がある部分では、反

響音が変わるので、音の違いで浮きの

範囲を確認します。 ひさし 

バルコニー 

窓・ドアの周り 

要注意箇所  

角になっている部分は、割れなどが発生しや

すいので要注意。 

点検時の安全性確保 

  窓などから乗り出さない 

  雨天・強風時に点検をしない 

  高所から手荷物を落とさない 

! 

! 

! 

(塗装の粉が付着) 


